
子供たちに楽しく健やかな学校生活を
おくってもらいたい。それは、生徒の保護者
や先生方にとっての共通の願いであり、
何よりも生徒自身が最も望むことではない
でしょうか。
しかし、慢性の病気である潰瘍性大腸炎を
患う子供たちが、楽しい学校生活をおくる
には、周囲の理解とサポートが大切です。
教職員の皆様方の暖かい力添えが子供
たちの学校生活の大きな支えになることは
間違いありません。
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学校の先生方へ

潰瘍性大腸炎は、大腸の粘膜に炎症や潰瘍
を引き起こす病気で、炎症性腸疾患（IBD）の
1つです。発症年齢は若年者から高齢者まで
幅広く、学童期に診断されることも少なくあり
ません。感染性はありませんが原因が明らか
になっておらず、現時点では完治させる治療
法がないため、厚生労働省により「難病」に
指定されています。患者さんの数は増えて
おり、日本には約22万人の患者さんがいる
と考えられています。

潰瘍性大腸炎の皆さんへ知っておきたい治療に必要な基礎知識（第4版）
「令和元年度において、厚生労働科学研究費補助（難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業））を

受け、実施した研究の成果」難治性炎症性腸管障害に関する調査研究（鈴木班）2020年3月改訂

潰瘍性大腸炎の症状は、活動期（腹痛や下痢・血便などの症状がある状態
の悪い時期）と寛解期（症状が落ち着いている状態の良い時期）を繰り
返すことが特徴です。適切な治療によって寛解を維持すれば通常の生活
を送ることができますが、再び大腸に炎症が生じること（再燃）もあるため、
寛解期でも治療の継続が必要になります。腹痛、下痢、血便、便回数の増加
などの症状が出現した際には再燃していることも考えられますので注意
が必要です。また、症状が重たくなると発熱、体重減少、貧血など全身への
症状が起こります。消化管以外（皮膚や関節、眼など）にも合併症が出る
こともあり、人によって症状は様々です。この病気が、成長障害（身長が
伸びなくなってしまうこと）の原因となることもあります。

血液検査や便検査などに加えて様々な画像
検査を組み合わせることで、総合的に病状を
把握することが必要な病気です。特に、炎症の
範囲や程度を調べるためには、内視鏡検査
が行われます。症状と内視鏡検査を組み合わ
せて病状を把握し、治療法を検討します。その
ため学校生活における症状の変化を確認す
ることが大切です。子供がお腹を痛そうにして
いたり、トイレに行く回数が増えている場合
には再燃を疑う必要がありますので保護者
やかかりつけの医療機関にご相談ください。

潰瘍性大腸炎の治療は、症状が重くなければ、
消化が良く刺激の少ない食事を心がけ、通院
による内科的治療を行います。薬物治療
（内服薬・注射・点滴）が主体で定期的な検査、
投薬等の継続が欠かせません。免疫力を
抑える薬を使っていることも多く、感染症が
流行している時には注意が必要です。症状が
悪化した場合は、外科的治療が必要になる
こともあります。潰瘍性大腸炎では薬物治療、
食事療法を中心に食事・過労・睡眠不足に
気をつけて、ストレスの少ない規則正しい生活
で寛解期を維持し、長期的視点に立って、病気
と付き合うことが大切となります。
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学校の先生方へ

潰瘍性大腸炎は、大腸の粘膜に炎症や潰瘍
を引き起こす病気で、炎症性腸疾患（IBD）の
1つです。発症年齢は若年者から高齢者まで
幅広く、学童期に診断されることも少なくあり
ません。感染性はありませんが原因が明らか
になっておらず、現時点では完治させる治療
法がないため、厚生労働省により「難病」に
指定されています。患者さんの数は増えて
おり、日本には約22万人の患者さんがいる
と考えられています。

潰瘍性大腸炎の皆さんへ知っておきたい治療に必要な基礎知識（第4版）
「令和元年度において、厚生労働科学研究費補助（難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業））を

受け、実施した研究の成果」難治性炎症性腸管障害に関する調査研究（鈴木班）2020年3月改訂

潰瘍性大腸炎の症状は、活動期（腹痛や下痢・血便などの症状がある状態
の悪い時期）と寛解期（症状が落ち着いている状態の良い時期）を繰り
返すことが特徴です。適切な治療によって寛解を維持すれば通常の生活
を送ることができますが、再び大腸に炎症が生じること（再燃）もあるため、
寛解期でも治療の継続が必要になります。腹痛、下痢、血便、便回数の増加
などの症状が出現した際には再燃していることも考えられますので注意
が必要です。また、症状が重たくなると発熱、体重減少、貧血など全身への
症状が起こります。消化管以外（皮膚や関節、眼など）にも合併症が出る
こともあり、人によって症状は様々です。この病気が、成長障害（身長が
伸びなくなってしまうこと）の原因となることもあります。

血液検査や便検査などに加えて様々な画像
検査を組み合わせることで、総合的に病状を
把握することが必要な病気です。特に、炎症の
範囲や程度を調べるためには、内視鏡検査
が行われます。症状と内視鏡検査を組み合わ
せて病状を把握し、治療法を検討します。その
ため学校生活における症状の変化を確認す
ることが大切です。子供がお腹を痛そうにして
いたり、トイレに行く回数が増えている場合
には再燃を疑う必要がありますので保護者
やかかりつけの医療機関にご相談ください。

潰瘍性大腸炎の治療は、症状が重くなければ、
消化が良く刺激の少ない食事を心がけ、通院
による内科的治療を行います。薬物治療
（内服薬・注射・点滴）が主体で定期的な検査、
投薬等の継続が欠かせません。免疫力を
抑える薬を使っていることも多く、感染症が
流行している時には注意が必要です。症状が
悪化した場合は、外科的治療が必要になる
こともあります。潰瘍性大腸炎では薬物治療、
食事療法を中心に食事・過労・睡眠不足に
気をつけて、ストレスの少ない規則正しい生活
で寛解期を維持し、長期的視点に立って、病気
と付き合うことが大切となります。

イメージ図

監修：国立成育医療研究センター
小児内科系専門診療部 消化器科診療部長
臓器移植センター 小腸移植科診療部長
アレルギーセンター 消化管アレルギー科診療部長   新井 勝大先生

21



学校の先生方へ

潰瘍性大腸炎では、厳密な食事制限を必要としませんが、腹痛や下痢を
和らげるために食事を制限している場合もあります。給食でなく弁当持参
の許可をお願いする場合もあります。患者さんによって制限する食事が
違いますし、その時の病状によっても変わりますので、生徒本人やその
保護者と相談しながらすすめてください。また、再燃時に栄養補助のため
に医師から指示された栄養剤を食事の代わりに飲む場合もありますので、
その保管場所として保健室の冷蔵庫の使用を許可するといった配慮を
お願いします。

突然激しい便意に襲われ、トイレに間に
合わず失禁してしまうこともあります。教室の
出入り口近くに席を配置したり、授業中でも
自由にトイレに行けるよう配慮をお願い
します。級友が使うトイレでの排便に抵抗が
あるお子さんもいます。生徒があまり使わない
トイレの使用許可などを検討ください。

体調が良い時でも、病院での定期受診などのために、学校を欠席すること
があります。また病状が悪化すれば、治療のために入院して欠席日数が
長期になる場合も出てきます。

疾患の状態が落ち着いていれば、体育や運動部
への参加も可能です。
一方で、体調不良時の激しい運動は、病状を悪化
させる揚合もあります。その時の体調等を確認
しながら、見学させるなどの配慮をお願いします。

潰瘍性大腸炎を患っていても病気のコントロール
ができていれば通常の生活を送ることができると
されています。体調悪化を心配するあまり、必要
以上に過保護になったり、無理をさせない為に
可能性の芽を摘む必要はありません。本人と家族
と相談しながら、前向きな指導をお願いします。

潰瘍性大腸炎は内部疾患のため、周囲からは病気であることがわから
ないことが少なくありません。また、下痢やお腹の痛みなどの症状で困って
いても、周囲には打ち明けにくいところがあります。
時には、病気による成長障害や、ステロイド薬の副作用などで体重が増え
たり、顔が丸くなったりといった外見上の変化により、周囲の目が気に
なって苦しんでいることもあります。病気と付き合いながら社会生活を過ごす
ためには、周囲の理解が重要ですが、友達には絶対に知られたくないと思う
患者さんもいますし、通院や体調で学校や部活を休まないといけないこと
で周囲とすれ違いが起こり悩みを抱える患者さんもいます。病気を持ち
ながら周囲とどう付き合うかも患者さんそれぞれですが、そういった患者
さんの葛藤を気に留め、必要に応じて相談に乗っていただければと思います。

監修：国立成育医療研究センター
小児内科系専門診療部 消化器科診療部長
臓器移植センター 小腸移植科診療部長
アレルギーセンター 消化管アレルギー科診療部長   新井 勝大先生
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現在の状態 良い（寛解）・やや良い（軽症）・やや悪い（中等症）・悪い（重症）

持参した着替えや栄養剤を保健室に置かせて欲しい

トイレを我慢できない（すぐに行かないと間に合わない）

授業中でも、トイレに行きやすい席にして欲しい

必要・不要 

学校での薬の服用を許可して欲しい 必要・不要 

ある・ない・わからない

必要・不要 

職員トイレ等の使用を許可して欲しい 必要・不要 

授業中、先生に言わずにトイレに行くことを許可して欲しい

腹痛などの症状がある時に保健室に行くことを許可して欲しい

通院の回数

備考（先生へ伝えたいことを自由にお書き下さい）

病院・医院名

主治医氏名

緊急連絡先

こんな時は保護者の方に連絡をとって下さい
（発熱でぐったりしている時、激しい腹痛や下痢・血便を認めた時 等）

（          ）回 /月   （          ）曜日  午前・午後・放課後

必要・不要 

昼食や学校行事内での食事制限を許可して欲しい 必要・不要 

体育の授業の見学や、必要に応じた活動の制限を許可して欲しい 必要・不要 

本人から他生徒への病気の告知の程度
（例：病名を伝えている、食事制限のあることを伝えている、病気のことはかくしている 等）

必要・不要 

学校での子供たちの様子を一番よく知って
いるのは先生方です。トイレに行く回数が
増える、腹痛を頻繁に訴えるようになると
いった病状悪化の兆候に気付いた場合、
ご家族や医療関係者と速やかなコミュニケー
ションをとることが、病気の進展を防ぐ重要
なポイントになります。また病気をきっかけ
にクラスメイトとの距離ができて悩んでいる
こともあるかもしれません。先生方の病気に
対する理解と支援が子供たちの大きな力に
なります。潰瘍性大腸炎を患う子供たちが
楽しい学校生活を送り、力強く育っていくため
にも、先生方のご理解・ご協力をお願いします。

監修：国立成育医療研究センター
小児内科系専門診療部 消化器科診療部長
臓器移植センター 小腸移植科診療部長
アレルギーセンター 消化管アレルギー科診療部長   新井 勝大先生
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子供たちに楽しく健やかな学校生活を
おくってもらいたい。それは、生徒の保護者
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患う子供たちが、楽しい学校生活をおくる
には、周囲の理解とサポートが大切です。
教職員の皆様方の暖かい力添えが子供
たちの学校生活の大きな支えになることは
間違いありません。
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